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…番の交蝦全鰍まi

町民の動き

吉
　
∴
、
　
∵

重
点
は
歩
行
者
の
事
故
防
止

春
の
交
通
安
全
運
動

四
月
六
日
か
ら
十
日
間

目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

産
点
蜜
項

「
こ
ど
も
と
老
倉
の
交
通
安
全

の
施
保

二
、
正
し
い
横
断
の
勘
行
と
横
断
中

の
歩
行
暫
俵
護
の
徹
底

三
、
飲
酒
運
転
の
追
放

飲
酒
逆
転
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
昼
食
を
守
る
た

め
に
も
、
他
人
の
生
命
を
守
る
た

め
に
も
、「飲

ん
だ
ら
乗
る
な
。

乗
る
な
ら
飲
む
な
」

の
満
祐
に
徹
し
て
安
全
避
寒
励

行
し
て
下
さ
い
。

こ
の
運
動
は
交
通
謀
殺
防
止
の
徹
底

と
く
に
歩
行
蜜
の
交
通
疎
放
の
絶
滅
を

目
標
と
し
、
す
べ
て
の
竃
、
選
転

者
、
逆
襲
の
屈
い
主
そ
の
他
交
通
安

全
思
想
の
周
知
敬
臆
を
は
か
り
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
韓
債
づ
げ
ろ

こ
し
表
白
的
と
し
、
つ
き
の
萌
項
に
重

点
を
お
い
て
県
民
ぐ
る
み
で
本
選
動
の

登
下
校
時
の
交
通
安
全
は

実

地

調

査

か

ら

新
入
学
児
を
も
つ
親
と
し
て
今
日
の

交
通
戦
争
の
さ
な
か
に
愛
児
を
如
何
に

安
全
に
登
下
校
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は

日
便
頭
を
悩
ま
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ど
こ
の
親
で
も
わ
が
子
の

幸
福
と
安
全
を
願
わ
ぬ
者
は
あ
り
ま
せ

ん
。
児
童
の
疎
放
は
精
神
の
不
安
定
や

身
体
の
疲
労
に
深
く
関
係
し
ま
す
。
と

く
に
低
学
年
の
児
蜜
は
心
身
の
発
達
段

睦
や
灘
境
の
急
変
化
な
ど
に
と
も
な
い

非
常
に
疲
れ
や
す
い
時
期
に
あ
り
ま

す。
し
た
が
っ
て
無
題
の
な
い
蛍
潰
時
間

を
定
め
、
日
常
生
活
を
正
し
く
習
慣
づ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の
郭
項
を

守
っ
て
一
人
で
も
遠
賀
町
か
1
吉
」
と
も

の
交
通
謡
故
意
き
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

一
、
親
が
新
入
学
現
し
二
し
ま
に
学
巌

ま
で
の
通
学
磐
室
藤
に
歩
い
て
み

て
危
険
な
妙
所
な
ど
を
硬
対
し
実
地

で
具
体
的
に
指
導
す
る
こ
と
。

二
、
通
学
距
艇
、
変
通
強
情
な
ど
を
十

分
考
慮
し
て
、
登
校
ま
で
に
多
少
の

時
間
的
ゆ
と
り
を
も
つ
よ
う
に
謡
祇

づ
げ
る
こ
と
。

三
、
菱
稜
晴
の
も
ち
物
は
な
る
べ
く
少

な
め
に
し
て
、
と
く
に
雨
天
の
日

の
服
装
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ

と。
四
、
腰
天
候
な
ど
の
鍋
倉
は
鍋
象
情
報

に
留
惑
す
る
と
と
も
に
必
接
の
と
き

に
は
通
学
路
や
通
学
方
法
の
変
更
な

ど
を
考
腫
す
る
こ
と
。

丘
、
万
一
の
率
故
に
そ
な
え
て
、
医
師

潜
祭
、
学
校
、
自
宅
な
ど
に
連
絡
が

と
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
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税
率
の
引
き
下
げ
な
ど

2
0
議
案
可
決

－
　
三
月
定
例
町
議
会
　
－

三
月
三
日
に
招
集
さ
れ
た
町
議
会

は
審
議
の
結
果
一
六
薬
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
四
肢
藁
を
一
部
修
正
可
決
し

て
三
月
三
一
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

御
詠
知
の
よ
う
に
三
月
議
会
は
今
後

一
年
間
の
町
政
全
般
に
わ
た
る
予
続
発

条
例
等
を
審
議
す
る
一
番
大
事
な
町
議

会
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
今
度
の
譲
全
で
審
議
の
上
可

決
さ
れ
た
次
の
議
案
に
つ
い
て
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
お
も
な
こ

と
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

◎
遠
賀
町
税
条
例
の
一
部
改
正
（
原

案
可
決
）
四
ペ
ー
ジ
に
記
蟻

◎
遠
征
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
（
原
案
可
決
）

○
固
定
資
壷
税
額
の
一
〇
〇
分
の
七

に
相
当
す
る
資
産
割
攣
三
〇
〇

分
の
八
に
改
め
る
。

○
被
爆
者
均
籍
割
額
一
、
三
〇
〇

円
を
一
、
六
〇
〇
円
に
改
め
る
。

○
世
詩
平
等
剖
領
二
、
四
8
円
を

二
、
九
8
円
に
改
め
る
。

◎
遠
賀
町
消
防
団
貝
の
定
員
、
任

用
、
給
与
、
分
限
及
び
懲
戒
版

務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
正
改

（原薬可決）

0
水
火
災
等
の
警
戒
及
び
教
育
、
訓

練
、
器
材
整
備
に
出
動
す
る
一
回

の
費
用
弁
償
四
〇
〇
円
を
五
8

円
に
改
め
る
。

◎
遠
賀
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
五
（
原
案

可決）

○
各
種
委
員
会
、
消
防
団
な
ど
の
役

員
の
報
酬
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
遠
賀
町
水
道
秘
薬
給
水
条
例
の
一

部
改
正
（
原
案
可
決
）

○
給
水
区
域
が
遠
賀
町
の
全
域
（
虫

生
緋
地
区
を
除
く
）
に
な
り
ま
し

た。
、
〕
区
域
外
で
も
由
綺
が
あ
り
、
諸
要

件
を
充
た
し
て
い
る
と
き
に
は
給

水
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

◎
遠
賀
町
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

（原案可決）

○
結
婚
式
の
場
合
の
使
用
料
が
昼
間

一
組
七
〇
〇
円
を
一
、
二
8
円

に
夜
閥
二
組
二
〇
〇
〇
円
を

一
、
五
〇
〇
円
に
改
め
ら
れ
ま
し

た。
◎
邁
往
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例
の

制
定
（
原
東
可
決
）

○
こ
の
審
議
会
は
町
長
の
諮
問
に
応

じ
て
総
合
計
画
に
関
す
る
質
項
に

つ
い
て
必
要
な
潟
査
お
よ
び
審
議

を
行
な
う
。

C
委
員
は
町
醸
全
議
員
五
人
を
は
じ

め
各
稲
委
員
会
、
団
体
役
風
の
代

表
者
を
も
っ
て
一
五
人
で
橘
成
さ

れ
ま
す
。

総
額
三
憶
一
、
三
四
二
万
円

新
年
度
予
算
き
ま
る

昭
和
四
五
毎
度
予
算
空
一
月
定
例
議
　
の
特
別
会
計
か
ら
な
っ
て
お
り
、
総
額
一
、
一
般
会
計
予
舘

会
で
き
ま
り
、
四
月
一
日
か
ら
執
行
さ
　
三
億
一
、
一
一
百
二
万
円
の
予
算
に
な
り
　
　
　
　
二
億
三
、
五
九
八
万
円

れ
ま
す
。
町
子
餌
は
一
枝
会
計
と
三
つ
　
ま
し
た
。

二
、
国
民
健
康
保
険
稲
葉
特
別
会
計
予

機
具ロー御哲雄ハ

第

四
、
七
五
八
万
円

三
、
農
薬
共
済
硝
薬
特
別
会
計
予
節

一
、
三
三
九
万
円

四
、
上
水
連
語
薬
特
別
会
計
手
筋

○
収
益
的
予
算
一
、
五
三
五
万
回

○
資
本
的
予
算

二
二
万
間
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町
内
小
中
学
校
教
職
員
異
動

駿
饗
を
さ
れ
る
方
へ

昭
和
四
四
年
度
末
の
県
内
教
職
貝
異

動
が
四
月
一
日
付
で
発
令
に
な
り
、
町

内
の
小
中
学
稜
教
職
収
の
異
動
は
次
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

遠
賀
中
学
校

贅
石
松
裳
霧
難
所
）

教
諭

クク
○
転
出
稜
異
教
翰

ククク

吉
良
実
人

員
掛
郁
光

山
本
タ
ケ
代

田
口
賛
助

酒
家
塑
一

原
田
清
和

石
田
艶
子

同
棲
淑
子

島
門
小
学
校

○
転
入
校
長
　
大
鶴
芳
郎

教
諭
　
二
村
寓
光

ク
　
中
村
逸
男

（水巻町）

（芦屋申）

（芦屋申）

（岡垣申）

（水巻南中）

（水巻申）

（希望退職）

（覇零）
（頃兼小）

（浅木小）

（芦屋小）

クク

○
振
出濱典

教
諭

ククク

原
田
∴
肇
　
（
頃
末
小
）

近
藤
美
香
　
（
山
田
小
）

柴
田
正
生
　
（
頃
末
小
）

末
寺
智
　
（
戸
切
小
）

毛
利
車
軸
　
（
浅
木
小
）

小
野
貸
美
子
（
下
二
小
）

矢
野
ヤ
ソ
エ
（
芦
屋
小
）

禁
教
　
田
原
ツ
ギ
ノ
（
山
鹿
小
）

浅
木
小
学
校

○
転
入校長
　
白
石
孝
雄
　
（
猪
熊
小
）

教
諭
　
毛
利
事
前
　
（
島
門
小
）

九
州
管
区
行
政
監
察
局
所
属
の
行
政

相
談
鬼
と
し
て
叉
労
働
省
所
属
の
酸
薬

安
定
協
力
員
と
し
て
遠
賀
町
の
皆
様
の

お
世
話
さ
れ
て
い
た
高
崎
氏
が
今
年
も

引
き
続
い
て
お
世
話
を
し
て
頂
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ます。国
、
県
、
市
町
村
の
役
所
な
ど
で
不

利
益
な
処
分
を
う
け
ら
れ
た
方
や
苦
情

I

I

－

L

i

i

I

I

I

I

I

I

′

i

i

＼

ノ

三

社

　

員

の
あ
る
方
は
と
し
・
′
－
相
談
を
も
ち
か

け
て
下
さ
い
。
又
就
職
の
間
脳
で
お
困

り
の
方
も
進
ん
で
相
談
し
て
下
さ
い
。

疎
件
解
決
の
た
め
親
身
で
世
話
を
し
て

下
さ
る
の
で
気
軽
に
話
を
し
て
下
さ
い

遠
賀
町
大
字
展
望
ハ
九
四

（
電
話
三
－
八
二
三
）

棲
圃
　
場
没

書
・
m
T
∴
－
ヽ
－
．
」
－
i
1
－
－
－
－
－
－
－

募

　

集

ククク

○
転
出校長

教
諭

ククク

原
田
慎
太
郎
（
山
田
小
）

高
山
ヨ
シ
ヱ
（
青
木
小
）

渡
辺
カ
ズ
ヱ
（
狛
熊
小
）

太
田
徳
実
　
（
猪
熊
小
）

早
川
英
明
　
（
内
浦
小
）

二
村
博
光
　
（
島
門
小
）

桝
田
ス
ミ
子
（
猪
熊
小
）

内
聞
千
代
子
（
芦
屋
小
）

ク
　
田
中
曹
久
子
　
（
下
二
小
）

学
期
始
め
の
少
年
と

勤
労
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

遠
賀
工
場
完
成
に

伴
い
社
員
大
募
集

◇
営
業
係
社
員

・
年
齢
約
歳
位
迄
｛
兜
）
葉
子
名

・
普
通
免
許
所
持
の
こ
と

・
待
遇
面
談
の
上
優
遇

◇
製
造
業
務
社
員

・
年
齢
4
0
職
位
迄
（
男
・
女
）
－

数
名

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
鼠
製
造

・
待
遇
男
・
絵
4
万
以
上

◇
輸
送
業
務
社
員

・
佳
コ
ン
他
輸
送
車
運
転
及
び
助

手

・
年
齢
約
歳
位
迄
（
弗
）
碧
千
名

・
普
通
免
許
以
上
所
持
（
助
手
は

不要）

・
待
遇
給
5
万
～
8
万
（
含
残
業
）

療
週
休
制
、
宥
社
会
保
険
、
退
職

金
制
度
、
有
給
制
度
布
、
通
勤

手
当
支
給
、
昇
給
率
一
同
、
賞

与
年
二
回
、
社
宅
設
偶
在

寮
勤
務
地

遠
賀
郡
遠
謀
野
木
守
電
詣
③
一

〇
九
三
（
有
）
下
村
コ
ン
ク
リ

ー
ト
工
業
所
遠
賀
工
場

一
議
鮨
識
繁
親
そ
ば
一

※
面
接
毎
日
年
後
l
時
～
牛
後
5

時
∴
履
歴
茜
、
家
族
調
輩
持
参

遠
質
工
場
総
務
譲
へ
お
出
で
下

さ
い

一
、
家
庭
の
皆
さ
ま
へ

学
年
始
め
は
、
春
休
み
の
傭
性
や
就

職
・
進
学
な
ど
環
境
の
変
化
か
ら
感
情

が
不
安
建
と
な
り
、
と
も
す
れ
ば
非
行

に
走
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
次

の
よ
う
な
変
っ
た
様
子
が
み
え
た
と
き

は
、
助
言
や
襲
撃
与
え
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ど
も
の
顔
か
ら
笑
い
が
消
え
、
口

数
が
少
な
く
な
る
な
ど
様
子
が
お
か

し
い
と
き
。

○
漏
電
時
間
が
遅
く
な
っ
た
り
、
学
校

や
職
場
を
ず
る
休
み
し
た
と
き
。

○
変
な
友
た
ち
を
連
れ
て
き
た
り
、
持

ち
助
や
服
装
が
変
っ
た
り
、
金
使
い

が
荒
く
な
っ
た
と
き
。

〇
滴
や
、
タ
バ
コ
を
飲
む
な
ど
非
行
の

き
ざ
し
が
あ
る
と
き
。

少
年
に
非
行
の
き
ざ
し
が
あ
る
と
き

は
、
家
慶
だ
け
で
処
理
せ
ず
、
学
接

や
警
察
に
相
談
し
て
、
早
期
に
非
行

の
芽
を
つ
み
と
る
こ
と
が
肝
要
で
す

二
、
地
域
の
方
に
お
願
い

○
少
年
に
有
暫
な
本
や
、
ポ
ス
タ
ー
等

を
追
放
し
、
少
年
の
ま
わ
り
を
明
る

く
健
全
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
少
年
が
怠
学
し
た
り
、
戦
地
を
離
れ

て
飲
酒
や
喫
煙
等
の
不
良
行
為
を
発

見
し
た
と
き
は
、
他
人
の
子
で
あ
っ

て
も
弱
気
を
出
し
て
注
意
し
ま
し
ょ

う。
三
、
職
場
の
方
に
お
願
い

○
職
場
の
管
理
者
、
責
任
者
ま
た
は
先

輩
の
方
は
、
は
じ
め
て
就
職
し
た
少

年
た
ち
を
温
か
く
指
導
し
、
早
く
演

壇
に
慣
れ
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
小
幕
T
が
楽
し
く
仕
積
で

き
る
よ
う
な
、
職
域
の
ふ
ん
い
気
づ

く
り
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
少
年

の
相
談
こ
と
に
気
楽
に
応
じ
て
く
だ

さい。
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「
－
・
－
～
…
今
月
の
税
金
…
暮
～
…
…
」

叫
固
定
資
産
税
第
二
期

へ

…

軽

自

動

車

税

定

期

納
期
限
　
四
月
二
五
日

㍗
き
く
…
…
！
…
…
〈
重
電
紬
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
3
，
、
′
、

－
町
税
の
税
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

献
血
会
加
入
に
つ
い
て

三
月
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
、
遠
賀
町
　
正
金
鼠
と
し
て
こ
加
入
下
さ
い
。

献
血
会
細
則
が
配
布
さ
れ
加
入
申
遼
僻
∴
∴
献
血
は
、
血
液
の
預
金
で
す
。
加
入

も
お
手
元
に
、
届
い
て
い
る
こ
と
で
　
し
て
お
れ
ば
緊
急
の
接
合
何
時
で
も
ど

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
て
も
自
由
に
、
輸
血
が
出
来
ま
す
。

〓
ハ
才
以
上
～
六
五
才
未
満
の
方
は
　
献
血
含
量
を
発
行
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
（
児
）

更
生
援
護
巡
回
相
談

明
る
い
町
づ
く
り
の
一
端
と
し
て
町

民
の
税
負
担
の
姪
磐
は
か
る
た
め
、

昭
和
四
三
菱
か
ら
暫
時
減
税
に
諸
手

し
て
き
ま
し
た
が
、
本
毎
度
で
町
民
税

は
皆
さ
ん
の
念
願
で
あ
る
標
準
税
率
と

な
り
近
麟
市
町
村
と
同
一
税
率
と
な
り

ま
し
た
。
均
等
割
額
な
ど
を
勘
案
す
る

L
泰
実
上
は
北
九
州
市
よ
り
安
い
住
民

税
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て
も
町

民
税
と
同
じ
理
由
で
現
行
の
税
率
一
〇

〇
分
の
「
九
を
一
、
八
に
引
き
下
げ

今
後
毎
次
計
画
と
し
て
残
さ
れ
た
超
過

税
率
を
解
消
し
て
行
く
方
針
で
あ
り
ま

す。

一
、
日
時
　
四
月
三
〇
日

（
一
〇
時
－
一
五
時
）

一
、
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

一
、
相
続
内
容

1
身
体
陣
著
者
手
帳
に
関
す
る
こ
と

2
更
生
匿
寮
に
関
す
る
こ
と

3
育
成
医
藻
に
関
す
る
こ
と

4
補
糞
の
交
付
（
修
理
）

5
授
護
施
設
入
所
に
関
す
る
こ
と

6
襲
、
年
金
、
生
活
そ
の
他
諸
般

の
相
談
に
関
す
る
こ
と

「
勝
行
品

イ
　
印
鑑

口
　
身
悠
撃
署
手
帳

※
眼
科
、
耳
鼻
科
関
係
の
相
談
の
方

は
午
後
一
時
か
ら
の
相
談
と
な
り

ま
す
。
（
医
師
の
都
合
）

火
災
の
場
合
の

竃
話
の
か
け
か
た

一
般
住
民
結
核

検
診
実
施
に
つ
い
て

三
月
中
に
町
内
で
建
物
火
災
が
三
倖

発
生
し
ま
し
た
。
三
月
一
九
日
、
別
府

地
内
の
建
物
火
災
の
場
合
に
は
二
九

番
へ
の
通
報
が
お
く
れ
て
家
屋
二
棟
が

丸
焼
け
に
な
り
ま
し
た
。
火
甥
の
と
き

に
二
九
番
を
か
け
た
ら
消
防
団
本
部

が
出
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
非
常
の
と
き
、
あ
わ
て
て
竃
話

か
ら
か
け
ら
れ
る
と
き
に
○
を
ま
わ
し

忘
れ
て
二
九
を
ま
わ
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

非
常
の
場
合
に
は
左
記
の
一
三
を
十

分
に
留
恵
し
て
通
報
し
て
下
さ
い
。

己

一
、
落
ち
つ
い
て
十
分
に
判
断
し
て

通
報
す
る
こ
と
。

二
、
一
馨
話
か
ら
か
け
ら
れ
る
と

き
に
は
局
番
な
し
で
「
一
一
九
」

の
三
警
ま
わ
し
て
下
さ
い
。

三
、
綿
密
電
話
か
ら
か
け
ら
れ
る
と

き
「
〇
二
九
」
と
四
数
字
を
ま

わ
し
て
下
さ
い
。

囲
、
消
防
団
本
部
が
出
た
ら
火
災
の

場
所
、
火
災
の
状
況
を
聾
明
瞭

に
申
し
て
下
さ
い
．

例

「
消
防
団
本
部
で
す
か
」

「
は
い
、
こ
ち
ら
は
消
防
団
本
部

です」「
0
0
部
醤
西
野
太
郎
方
細
尾
か

ら
火
災
発
竺
た
だ
い
ま
本
厨
に

延
焼
中
、
栂
動
を
頼
み
ま
す
。
目

標
0
0
部
落
公
民
館
西
側
の
寮
、

一
般
火
災
。

伽

「
消
防
閉
本
部
で
す
か
」

「
は
い
、
こ
ち
ら
は
消
防
団
本
部

です」「虫
坐
津
部
落
マ
ー
ク
ス
工
梯
倉

麿
か
ら
火
災
発
生
建
物
と
共
に
石

油
入
り
の
ド
ラ
ム
雄
三
本
葬
火

中
、
出
勤
を
頼
み
ま
す
。
目
標
両

川
桶
を
渡
っ
て
、
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
先
、
西
側
の
建
物
。

整
斉学較
保
育
園
渠
所
（
会
社
）
を
の

ぞ
く
一
般
性
民
会
員

日
時
及
秘
所

5
月
n
日
（
月
）

広
纏
、
松
の
本
（
広
獲
神
社
横
）

9
時
0
0
分
～
Ⅱ
時

島
津
（
逆
塔
寺
）
1
2
時
0
0
分
～
1
4
時

若
松
（
公
民
館
）
1
4
時
5
0
分
－
1
6
時

5
月
⊥
2
日
（
火
）

鬼
沌
（
公
民
館
）
1
0
時
～
Ⅱ
時
5
0
分

尼
崎
（
　
ク
　
）
1
3
時
～
ェ
4
時
5
0
分

別
府
、
今
審
（
別
府
公
民
館
）

1
5
時
～
1
6
時
5
0
分

5
月
1
3
日
（
水
）

木
守
（
南
部
保
育
園
）同
時
I
n
時
紬
分

上
別
府
（
老
人
ホ
ー
ム
）
1
4
時
－
1
6
時

5
月
1
4
円
（
木
）

虫
粟
津
（
貞
末
様
方
前
）
9
時
5
0
分
I
n
時

東
町
、
西
町
（
東
町
公
民
鍾
）

1
2
時
5
0
分
～
ュ
4
時

浅
木
（
螺
住
桜
）
1
4
時
5
0
分
－
1
6
時

5
月
1
6
日
（
土
）

遭
賀
川
、
新
町
、
旧
停
（
役
窃
前
）

⊥
0
時
～
1
2
時

老
良
（
公
民
館
）
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

以
上
の
日
時
に
洩
れ
た
方
は
再
度
実

施
日
を
通
知
し
ま
す
。

◎
乳
幼
児
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
B
C
G

は
三
月
町
報
で
お
し
ら
せ
し
た
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

訂
正
と
お
わ
び

三
月
号
町
報
三
ペ
ー
ジ
申
、
誤
記
が

あ
っ
た
の
で
次
の
と
お
り
打
i
E
L
で
お

わ
び
い
た
し
ま
す
‥

訂
正
前

発
酵
石
旋
わ
ら
の
効
暴

訂
正
後

馨
石
灰
わ
ら
の
効
果


